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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
七
十
五
歳
以
上
の
健
康
診
断
受
診
率
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
制
度
に
お
い
て
市
町
村
等
が
実
施
し
て
い
た
健
康
診
査
の
受
診
率
に
比
べ
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
お
い
て
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
「
広
域
連
合
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る
健
康
診
査
の
受
診
率

（
以
下
「
受
診
率
」
と
い
う
。
）
が
低
下
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
広
域
連
合
、
市
町
村
等
に
お
い
て
受
診
率
の
向
上
に
向
け

た
取
組
が
行
わ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
の
受
診
率
及
び
平
成
二
十
一
年
度
の
受
診
率
の
見
込
み
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、

北
海
道
が
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
青
森
県
が
約
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
岩
手
県
が
約
二

十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
宮
城
県
が
約
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
秋
田
県
が
約

十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
形
県
が
約
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
島
県
が
約
三
十
二

パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
茨
城
県
が
約
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
栃
木
県
が
約
二
十
パ
ー
セ

ン
ト
、
約
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
群
馬
県
が
約
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
埼
玉
県
が
約
二
十
八
パ
ー

一



セ
ン
ト
、
約
三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
葉
県
が
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
都
が
約
四
十
八
パ

ー
セ
ン
ト
、
約
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
神
奈
川
県
が
約
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
潟
県
が
約
二
十

パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
富
山
県
が
約
三
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
石
川
県
が
約
二
十

六
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
井
県
が
約
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
梨
県
が
約
十
四
パ

ー
セ
ン
ト
、
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
野
県
が
約
二
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
岐
阜
県
が
約
十
二
パ
ー

セ
ン
ト
、
約
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
静
岡
県
が
約
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
愛
知
県
が
約
二
十
パ
ー
セ

ン
ト
、
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
重
県
が
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
滋
賀
県
が
約
三
十
パ
ー
セ
ン

ト
、
約
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
京
都
府
が
約
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
阪
府
が
約
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

約
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
兵
庫
県
が
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
奈
良
県
が
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
和
歌
山
県
が
約
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
鳥
取
県
が
約
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
二
パ

ー
セ
ン
ト
、
島
根
県
が
約
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
岡
山
県
が
約
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
、
広
島
県
が
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
山
口
県
が
約
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
徳

島
県
が
約
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
香
川
県
が
約
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

二



愛
媛
県
が
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
知
県
が
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
福
岡
県
が
約

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
佐
賀
県
が
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
長
崎
県
が
約
十
パ
ー

セ
ン
ト
、
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
熊
本
県
が
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
分
県
が
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
約

二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
宮
崎
県
が
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
鹿
児
島
県
が
約
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
、
沖
縄
県
が
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

広
域
連
合
の
間
で
受
診
率
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
広
域
連
合
に
よ
っ
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
施

行
前
後
の
様
々
な
混
乱
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
健
康
診
査
に
つ
い
て
の
高
齢
者
へ
の
周
知
を
十
分
に
行
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
及
び
健
康
診
査
実
施
機
関
と
の
健
康
診
査
の
実
施
に
係
る
契
約
締
結
が
遅
れ
た
た
め
健
康
診
査

の
開
始
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
並
び
に
受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
広
域
連
合
の
取
組
内
容
に
違
い
が
あ
る
こ
と
等
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
受
診
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
広
域
連
合
に
対
し
、
平
成
二
十
二
年
度
の
目
標
受
診
率
及
び
目

標
受
診
率
の
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
記
載
し
た
健
康
診
査
受
診
率
向
上
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
当

三



該
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
着
実
に
進
め
る
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
広
域
連
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
受
け
、
様
々

な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
受
診
率
が
低
い
広
域
連
合
に
対
し
て
は
、
そ
の
原
因
を
調
査
し
改
善
を
要

請
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
広
域
連
合
の
状
況
を
十
分
把
握
し
つ
つ
、
受
診
率
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度
末
を
目
途
に
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
、
厚
生
労
働

大
臣
の
主
宰
す
る
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
（
以
下
「
改
革
会
議
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
同
制
度
の
廃
止
後
の
新
た

な
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、
同
制
度
の
改
善
で
き
る
部
分
に
つ
い

て
は
速
や
か
に
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
受
診
率
の
向
上
の
た
め
の
対
策
を
含
め
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
す
る
と
公
言
し
て
い
る
の
に
、
受
診
率
の
目
標
を
定
め
る
こ
と
は
、
理

屈
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

四



改
革
会
議
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
後
の
新
た
な
制
度
に
つ
い
て
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃

止
す
る
」
こ
と
、
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ
て
い
る
「
地
域
保
険
と
し
て
の
一
元
的
運
用
」
の
第
一
段
階
と
し
て
、
高
齢
者

の
た
め
の
新
た
な
制
度
を
構
築
す
る
」
こ
と
、
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
年
齢
で
区
分
す
る
と
い
う
問
題
を
解
消
す
る
制

度
と
す
る
」
こ
と
、
「
市
町
村
国
保
な
ど
の
負
担
増
に
十
分
配
慮
す
る
」
こ
と
、
「
高
齢
者
の
保
険
料
が
急
に
増
加
し
た
り
、

不
公
平
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
、
「
市
町
村
国
保
の
広
域
化
に
つ
な
が
る
見
直
し
を
行
う
」
こ
と
を
六
原

則
と
し
て
定
め
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
高
齢
者
を
始
め
、
地
方
公
共
団
体
、
保
険
者

等
広
く
関
係
者
の
御
理
解
を
得
な
が
ら
、
本
年
の
夏
を
目
途
に
新
た
な
制
度
の
基
本
骨
格
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
関
係
法

案
を
作
成
し
、
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

五


